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新しい力を求めます
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令和４年度 浪江町職員採用候補者試験
大学卒程度（行政職）・資格免許職（保健師・保育士）

新しい力を求めます新しい力を求めます新しい力を求めます

若手職員に聞きました

●現在、担当している仕事の内容は？
　主に、町内にある町営住宅の管理を
行っています。災害時には、住宅の状況
の確認や安全確保にも携わっています。
●採用試験を受験した時、心掛けていた
ことはありますか？
　公務員試験対策の参考書を数冊買い、
勉強をしました。苦手な分野は、重点的
に復習するように意識していましたね。
当時は、他の仕事に就いていたため、家
族が寝た後や早朝などに、勉強する時間

を作っていました。家族の協力があったからこそ、試験勉強
に励むことができたのだと思います。
●浪江町の職員になってよかったと感じるのはどんなとき？
　町営住宅に住む皆さんと関わったり、入居を希望する皆さん
に町営住宅の紹介をしたりするときに、感謝の言葉をいただく
ことがあり、この仕事に携わってよかったと感じています。
　また、町民の皆さんが戻ってこられる場所を提供する、町
の復興に必要不可欠な仕事なので、日々の業務を通して町民
の皆さんの役に立てるよう、より一層、知識を深め、スキル
を磨き、成長していかなければと思っています。
●これから浪江町を受験する人へ、メッセージを！
　浪江町の復興のために何をしたいか、皆さんの考えはそれ
ぞれ違うと思います。しかし、新たな「まちづくり」に向け
た思い、目標は一緒だと思います。ぜひ、浪江町で私たちと
一緒に「まちづくり」に携わってみませんか。

一般行政職
井口　勇樹
(令和２年度採用)

●現在、担当している仕事の内容は？
　５歳児クラス（ぞう組）で、４人の子
供たちの生活や遊びの援助を行ってい
ます。
●採用試験を受験した時、心掛けてい
たことはありますか？
　教養試験については、参考書を借り
て勉強しました。
　専門試験は特に重視していて、当時
在籍していた短期大学の先生からいた
だいた〝過去問〟を集中的に解いて、
保育分野の知識をおさらいしました。
●浪江町の職員になってよかったと感じるのはどんなとき？
　クラスを受け持った当初は、人見知りで、発表することが
苦手だった子供が、今では、積極的に発表したり、友達の話
をよく聞いたりするようになり、また、自分より年齢の低い
子供たちに遊びを教える姿も見られるようになりました。
　これまでの生活や遊びでの援助が、子供たちの成長につな
がっていることを間近で感じられたときは、とてもうれし
かったです。
●これから浪江町を受験する人へ、メッセージを！
　浪江にじいろこども園では、27人の子供たちが毎日楽し
く〝園生活〟を送っています。子供と関わるだけではなく、
他の先生方のサポートを受けながら、自分自身も成長できる
場所です。皆さんをお待ちしています。

保育教諭
石橋　晴菜
(令和２年度採用)
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浪江駅
●

思い出の品
展示場

乾燥調製貯蔵施設
（棚塩地区）
乾燥調製貯蔵施設
（棚塩地区）

請戸川

高瀬川

浪江町役場

イオン
浪江店

道の駅
なみえ

J
R
常
磐
線

●

棚塩排水機場棚塩排水機場棚塩排水機場
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山村デンタルクリニック
町民の
皆さんへ

　福島相双復興推進機構（福島相双復興
官民合同チーム）、双葉不動産建設株式会
社、各医療機器メーカーとスタッフの多

大なるご協力のお陰で、３月12日、震災前と同じ場
所で診察を再開しました。双葉郡域の未来の発展の
ため、歯科医療を通じて復興事業者をサポートでき
たら幸いです。

　
山村デンタルクリニック　
　院長　山村　文弘
（一般歯科／予防歯科／矯正歯科／歯科口腔外科）
〒979－1536 
浪江町大字加倉字下加倉99－3
　0240（23）4108

町は、町民の皆さんが安心して生活できるよう住環境の整備を進めています。
　浪江町内で診療を再開した医療機関をお知らせします。

なみえのお医者さん

　【診療日】
　月・火・水・金・土曜日
　（土曜日のみ隔週、祝日は休診）※予約優先
【診療時間／予約受付時間】
　月・火・水・金曜日　13時～19時
　※17時以降は当面の間、受付順
　土曜日　９時～13時



��� �������	�
����

「ひきこもり」には、「精神病性のひきこもり」と「社会的ひきこもり」があります。今回は「社会的ひきこも
り」についてお話しします。精神科医の斎藤環さんによると、「20代後半までに発症し、６か月以上自宅に引き
こもって社会参加をしない状態が持続しているもの」と定義付けされています。「社会的ひきこもり」の背景・
特徴には、〝不登校から長期化する〟〝何らかの挫折を体験している場合が多い〟〝いわゆる「手のかからない
子」だった〟〝内向的・非社交的な性格傾向である〟などが挙げられます。
基本的には自宅（自室）にこもった状態が続きますが、趣味のために外出する、コンビニなどに買物に行く

ケースも増えています。一方で、ゲームやインターネットなどに依存し、昼夜が逆転した生活になっている場合
もあります。家族は、育て方が悪かったのではないかと自分を責めることが多いですが、〝原因探し〟ではな
く、「今とこれから」をどうするかという視点が大切です。「ひきこもり」からの回復は、家族の対応の仕方で変
わります。
周囲の基本的な心構えとして、以下のことが考えられます。①決して〝怠け〟ではないので、本人を信じるこ

と、②回復には時間がかかるため、長い目で見守ること、③家族で一致した対応を心掛けること（手を掛けず、
目を掛ける）、④急な社会参加を促さず、段階的に対応することなどです。最も重要なことは、家族内の会話
（コミュニケーション）の回復だと思います。日本の文化事情もありますが、「態度で示す」ことでは伝わりに
くいので、「言葉で示す」ことを意識してみましょう。
家族が、我慢や〝自己犠牲〟の立場から外れることも大切で、それぞれがゆとりや楽しみを見付けることが必

要です。なお、精神的な不調が慢性化すると〝自然回復〟は期待しにくいため、行政や相談機関などの門をたた
いてみてください。

大切な
〝こころ〟を
守ろう

心の健康の保ち方、身近な人との関わり方などの
ポイントを紹介します。（全３回）

相馬地方基幹相談支援センター拓
須藤　康宏 さん

（臨床心理士・精神保健福祉士）
第３回 「ひきこもり」について

ひらく

免疫を高めるためにバランスの良い食事を うけどんの

免疫を高めるためには、しっかり食事をとることが大切です。主食（ご飯・パ
ン・めん類）・主菜（魚・肉・卵・大豆製品）・副菜（キノコ類・根菜類・乳製
品・果物など）をバランス良くとることをお勧めします。

●キノコ類…食物繊維やビタミン・ミネラルが豊富で、腸の「免疫細胞」の
力を高めます。

●根 菜 類…鼻や喉・肺などの粘膜を強化しウイルスの侵入を防ぎ、また、
白血球の働きを強化し免疫力を高めます。

●発酵食品…〝善玉菌〟の作用で腸の動きが活発になり免疫力を高めます。

健康
知恵袋

たまき
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健康保険課健康係 0240（34）0249
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なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

４月６日、小学校４人、中学校５人の新入生を迎えて「合同入学式」が行われ、厳
かな雰囲気の中、新入生たちは、夢と希望を抱き真剣な態度で式に臨みました。今年
度も「新型コロナウイルス感染症」拡大防止のため、少人数での実施となりました。
なお全校生は、小学校22人、中学校９人となり、開校以来、最多の人数となりまし
た。中学校では翌日、オリエンテーションが行われ、自己紹介をしたり、生活のきま
りを確認したりしました。また小学校では、４月16日、開校後初めて、徒歩による
「春の遠足」を実施し、地域について深く学びました。

祝 入学

春の遠足（大聖寺見学）春の遠足（大聖寺見学）春の遠足（大聖寺見学）オリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションなみえ創成小・中学校合同入学式なみえ創成小・中学校合同入学式なみえ創成小・中学校合同入学式

４月19日、チェコ共和国のマルティン・トムチョ駐日大使
が、〝震災から10年〟が経過した町の復興状況を視察しました。
チェコは、平成24年７月、震災で被災した東北各県の子供たち

を同国に招待する〝保養滞在プロジェクト〟を実施。浪江町から
中学生34人が参加したことをきっかけに交流が始まりました。
日本とチェコは、昨年、外交関係を開設してから100周年を
迎えており、今回の視察は、同国大使による交流地域訪問活動
の一環として実施されました。
トムチョ駐日大使は、はじめに世界最大級の水素製造施設
「福島水素エネルギー研究フィールド」（棚塩産業団地内）を
視察した後、大平山霊園（請戸地区）を訪問。浪江町東日本大
震災慰霊碑に花を供え、黙とうをささげました。
その後、日本・チェコ交流100周年を記念したパネル展示会
を開催している「道の駅なみえ」で吉田町長や笠井教育長と懇
談。トムチョ駐日大使は、「子供たちの交流はもちろん、チェ
コでも研究が進む水素やロボットなどの分野においても交流を
深めていきたい」と話しました。

【面積】78,866平方
　　　 キロメートル
（日本の約５分の１）
【人口】1,069万人
（令和元年12月末現在）
【首都】プラハ

日本・チェコ両国の国旗を手に日本・チェコ両国の国旗を手に

水素関連施設を一望できる高台
で、職員が説明
水素関連施設を一望できる高台
で、職員が説明
水素関連施設を一望できる高台
で、職員が説明

献花し、黙とうをささげる
トムチョ駐日大使
献花し、黙とうをささげる
トムチョ駐日大使
献花し、黙とうをささげる
トムチョ駐日大使

パネルの前で両国の交流の歴史を紹介するトムチョ駐日大使(右)。
写真中央は日本・チェコ友好議員連盟に所属する増子参議院議員
パネルの前で両国の交流の歴史を紹介するトムチョ駐日大使(右)。
写真中央は日本・チェコ友好議員連盟に所属する増子参議院議員
パネルの前で両国の交流の歴史を紹介するトムチョ駐日大使(右)。
写真中央は日本・チェコ友好議員連盟に所属する増子参議院議員

町職員による「地域おこし協力隊員」
募集の案内も

「Wonderなみえ」の迫力の
パフォーマンス

観客との一体感が高まる

浪江を〝春色〟に染めるステージ

会場にあたたかな笑顔が咲く

チェコ共和国

①①①
②②②

⑤⑤⑤

③③③
④④④

⑦⑦⑦
⑥⑥⑥

①チェコ共和国 ②ドイツ ③オーストリア 
④スロバキア ⑤ポーランド ⑥フランス 
⑦イタリア
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皆さんの身の回りにある楽しい話題
などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

春の遠足（大聖寺見学）オリエンテーションなみえ創成小・中学校合同入学式

４月11日、浪江町役場駐車場を会場に、「なみえ春まつり」が開催されました。
雲一つない晴天の下、メインステージは、浪江町を本拠地として活動する
よさこいチーム「Wonderなみえ」によるパフォーマンスからスタート。
続いて、浪江町から元気を届けるご当地アイドル「浪江女子発組合（ＪＡ
浪江）」による「第５回定期大会～青空の下で、また君と。～」が開催されま
した。
人気アイドルグループ「ももいろクローバーＺ」の佐々木彩夏さんが総合
プロデューサーを務める「浪江女子発組合（ＪＡ浪江）」は、令和元年11月に
結成して以来、浪江町で定期大会を行ってきましたが、「新型コロナウイルス
感染症」の影響により延期・中止が重なり、今回、感染対策を徹底し、観客を福
島県内に在住の人に限定したうえで、421日ぶりの町内での開催となりました。
ステージ上では、町の伝統行事「安波祭」や新春の恒例イベント「あるけ
あるけ初日詣大会」をイメージして作られた楽曲などが披露され、町民や
ファンの皆さんは、大いに盛り上がりました。

４月１日、総務省が推進する「地域おこし企業人交流プログラ
ム」により「ソフトバンク株式会社」から派遣された三和真吾さ
んと、「浪江町地域おこし協力隊」に採用された庄司結衣さんの２
人が、「なみえプロモーション課」に所属し活動を開始しました。
三和さんは、これまで「ソフトバンク株式会社」CSR（※）本部
に所属し、東日本大震災の復興支援活動などに、責任ある立場で
携わってきました。
また、大分県出身の庄司さんは、作業療法士から「浪江町地域お
こし協力隊」に転身。この春、浪江町に移住してきました。
「なみえプロモーション課」は、町が抱える課題について、外部
の目線を活用し解決を目指すチームで、今後、SNS（ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス）を利用した情報発信や、浪江
町の特色を生かした商品開発などを通じて、町の魅力を発信・創
造・発掘する取組を進めていきます。
※Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）の略。

日本・チェコ両国の国旗を手に

水素関連施設を一望できる高台
で、職員が説明

献花し、黙とうをささげる
トムチョ駐日大使

パネルの前で両国の交流の歴史を紹介するトムチョ駐日大使(右)。
写真中央は日本・チェコ友好議員連盟に所属する増子参議院議員

委嘱状を手にする三和さん（左）と庄司さん（右）委嘱状を手にする三和さん（左）と庄司さん（右）

企画財政課定住推進係
0240（23）5764

町職員による「地域おこし協力隊員」
募集の案内も
町職員による「地域おこし協力隊員」
募集の案内も
町職員による「地域おこし協力隊員」
募集の案内も

「Wonderなみえ」の迫力の
パフォーマンス
「Wonderなみえ」の迫力の
パフォーマンス
「Wonderなみえ」の迫力の
パフォーマンス

観客との一体感が高まる観客との一体感が高まる

浪江を〝春色〟に染めるステージ浪江を〝春色〟に染めるステージ

会場にあたたかな笑顔が咲く会場にあたたかな笑顔が咲く

①
②

⑤

③
④

⑦
⑥
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員一般選挙において、16人の住民の
代表が選ばれました。今後の町づくり
に向け、皆さんの抱負を紹介します。

（五十音順・敬称略・原文のまま掲載）

４月19日　町議会議員一般選挙当選証書付与式

たな出発たな出発たな出発町議会町議会町議会
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４月18日に行われた浪江町議会議
員一般選挙において、16人の住民の
代表が選ばれました。今後の町づくり
に向け、皆さんの抱負を紹介します。

（五十音順・敬称略・原文のまま掲載）

員一般選挙において、16人の住民の
代表が選ばれました。今後の町づくり
に向け、皆さんの抱負を紹介します。

（五十音順・敬称略・原文のまま掲載）

４月18日に行われた浪江町議会議
員一般選挙において、16人の住民の
代表が選ばれました。今後の町づくり
に向け、皆さんの抱負を紹介します。

（五十音順・敬称略・原文のまま掲載）

４月19日　町議会議員一般選挙当選証書付与式４月19日　町議会議員一般選挙当選証書付与式４月19日　町議会議員一般選挙当選証書付与式

たな出発新たな出発新たな出発たな出発新たな出発新たな出発たな出発新たな出発新たな出発
月18日に行われた浪江町議会４月18日に行われた浪江町議会議

町議会町議会町議会町議会町議会町議会町議会町議会町議会
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173
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　 自分の土地に廃棄物が捨てられていたらどうすればいいのか
　　先日、久しぶりに、私が所有する休耕田の様子を見に行ったところ、

木くずなどが捨てられていました。見たところ、建設廃材ではないかと
思います。ごみが捨てられていた範囲は、100平方メートル程度になり
ます。また、かなりの量があり自分では到底処分できず、専門の業者に
処理を頼まないといけないと思います。捨てた相手の手掛かりもないた
め、どうしたらいいでしょうか。

No.53
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

自Q

　 建設廃材などの廃棄物の処理については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下、
「廃棄物処理法」）が規制しています。「廃棄物処理法」において、廃棄物の処理については、廃棄物
の排出事業者が責任を負うことが定められています。また、家屋の解体工事における排出事業者は、
注文主から解体を依頼された解体業者となると定められています。したがって、今回放置されている
建設廃材の撤去に係る請求相手は、原則として、建物を解体して廃材を生み出した解体業者というこ
とになります。しかし、排出事業者である解体業者が判明しないということも多いと思います。その
場合は、請求相手が事実上存在しない状態となり、廃棄物はそのまま放置されることになります。土
地所有者が、この結果を受け入れられない場合、自ら費用を負担して撤去せざるを得なくなります
が、廃棄物の撤去後に排出事業者が判明した場合は、その排出事業者に対して、撤去費用を請求する
ことができます。
また「廃棄物処理法」では、土地の所有者に対して、自分の土地への廃棄物の不法投棄を発見した
場合、地方自治体に通報するよう努力義務を課しています。福島県でも、不法投棄を発見した場合、
現場を管轄する「地方振興局」に通報するよう呼び掛けています（なお、不法投棄の現場が福島市・
郡山市・いわき市の場合は、それぞれの市に通報することとしています）。場合によっては、福島県
が廃棄物の撤去を実施することもあるため、不法投棄があった場合は、県などに通報しておいたほう
が望ましいといえます。
不法投棄は犯罪であり、みだりに廃棄物を捨てた者には、５年以下の懲役若しくは1,000万円以下
の罰金またはその両方が科されます。福島県は、不法投棄を発見した場合、地方自治体だけでなく、
「福島県警察本部生活環境課」にも通報するように呼び掛けています。捜査が行われることで、撤去
に係る請求相手が判明する可能性もあります。不法投棄があった場合は、警察にも通報しておいたほ
うが望ましいといえます。

　 建
A

いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）
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第２回 子育てサロン
「ぽかぽかテラス」のご案内

・ 浪江にじいろこども園 0240（25）8619

●●日　　時 ６月23日（水）10時～11時30分
●場　　所 なみえ創成クラブハウス（変更の可能性有り）
●内　　容 10時～10時50分　親子ヨガ体験

11時～11時30分　町の保育教諭や保健師、保護
者同士の「ふれあいタイム」

●申込方法 ６月18日（金）までに電話で申し込んでください。

毎週水曜日（９時30分～11時）
に園庭を開放（天候の悪い日、行事
がある日は中止）します。
通園している子供たちや保育教諭
と一緒に、固定遊具、乗り物、ボー
ル遊びや砂遊びなど、伸び伸び体を
動かして遊びませんか。

園庭で一緒に遊びましょう

健康保険課放射線対策係
0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
食品中の放射性物質Bq（ベクレル）から

放射線量を計算しました

採ったばかりのタケノコ（１kg（キログラム））
を 食 品 検 査 に 出 し た ら 、 基 準 値
（100Bq/kg）以下の82.8Bq/kgでした。
その後、あくを抜いて、再度、食品検査に
出したところ、32.3Bq/kgに下がっていま
した。このタケノコを１人につき500g（グ
ラム）食べた場合、被ばく線量はどれくらい
になりますか。

１kg当たり32.3Bqのタケノコを1人につき500g
（0.5kg）食べたとして、下記のとおり計算すると、
0.21μSv（マイクロシーベルト）となります。これは、
「胸部のエックス線（レントゲン）撮影」１回当たりの
被ばく線量（約60μSv）の285分の１以下の値です。
【計算方法】
（食品に含まれる放射性物質量（Bq/kg））×（食べた量
（kg））×（セシウム137の預託実行線量係数（※）μSv/Bq）
＝（人体への影響μSv）

32.3Bq/kg×0.5kg×0.013μSv/Bq＝0.21μSv

※預託実行線量係数とは、Bqから健康に影響を与
える単位に換算する係数のことです。

影響を与
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放射線相談員だより

寄付金  ４月２日
●川添南二又川原一組 様
寄付金  ４月２日
●生活支援サービス あおい海
代表　及川　孝志 様
寄付金  ４月８日
●原林　定光 様

企業版ふるさと納税
●武田薬品工業株式会社 様
「浪江町に向かう人の流れ事業」に対し、企業版ふるさと納税をい
ただき、「道の駅なみえ」のキッズスペース整備に活用しました。
　……………………………………………………………………………
　町では、地方創生の取組を進めるため、企業の皆さんからのふるさ
と納税を随時募集しています。町の取組を応援していただける企業の
皆さんからの寄付を活用しながら、持続可能な魅力あるまちづくりを
進めていきます。
　……………………………………………………………………………

浪江町内（帰還困難区域を除く）のごみステーション
で、「違反ごみ」が多発しています。「違反ごみ」は回
収されないため、ごみステーションの環境悪化につなが
ります。マナーを守って利用しましょう。

企画財政課企画調整係 0240（34）0240

捨てないで
違反ごみ

■指定のごみ袋に入れていないもの

■処理業者へ依頼しなければならないもの（個人のものでも「産業廃棄物」となります）

■家電リサイクル品

■粗大ごみとなるもの

浪江町（双葉地方広域市町村圏
組合）指定のごみ袋に、正しく
分別して出してください。

建設廃材などは産業廃棄物処理業者、自動車・
二輪車用部品は自動車整備工場または販売店に
処分を依頼してください。

「家電リサイクル品６品目（エアコン、テレ
ビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）」
は、買い替える家電量販店または処理業者に処
分を依頼してください。

引越しや自宅の片付けなどで大きなごみが発生
したときは、北部衛生センターへの直接持ち込
み、または南部衛生センターの回収（要事前申
込み）をご利用ください。なお、共に有料で
す。また、指定のごみ袋に入るものは、正しく
分別して出してください。

双葉地方広域市町村圏組合北部衛生センター　　0240（35）5454
（月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）８時30分～16時15分）
双葉地方広域市町村圏組合南部衛生センター　　0240（25）4609
（月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）８時30分～17時15分）

住民課除染環境係
0240（34）0228
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「なみえチャンネル」を
見る方法
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命を守る
ための
三つの心得

●

●

●
●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119

消防署《連絡先》

「新型コロナウイルス感染症」対策によるマスク着用に
より、熱中症にかかる危険性が高まっています。
屋外で活動する場合は、人と２メートル以上の十分な距
離をとり、マスクを外して、熱中症の予防をしましょう。

住宅の敷地や空き地などの管理を適正に行わないと、雑
草の繁茂などにより生活環境が悪化するほか、虫の発生や
イノシシなどの鳥獣被害の誘因となったり、道路に草木が
覆いかぶさることで通行の支障となったりします。
町内に土地を所有している人は、定期的に除草をするな
ど、適正な管理に努めるようご協力をお願いします。

① 暑さに身体を慣らしていく
② エアコンなどを利用して、部屋の温度を調整する
③ 服装を工夫して通気を良くする
④ 屋外では帽子や傘を使用する
⑤ 小まめに水分補給する

熱中症予防の５つのポイント

適正な所有地の管理を

住民課除染環境係 0240（34）0228
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なみえ新聞 通信

「なみえ新聞」の上部にある赤
いボタン「おもしろ」の記事の
中にあります。

浪江町役場本庁舎２階　企画財政課窓口でも相談を受け付け
ます。電話の場合は、下記の問合せ先に連絡してください。

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

サークル活動や交流会などで、タブレットの操作方法やアプリの使い方、セ
キュリティ対策などについて学びませんか。５人以上集めていただければ、希望
の場所での開催を検討します。講習会を希望する人は気軽にお問合せください。

町公式YouTubeチャンネル「なみえチャンネル」では、浪江町
のニュースやグルメ情報、町で活動している事業者などを、動画共
有アプリ「YouTube」で分かりやすくお伝えしています。
配信された動画はパソコンやスマートフォンなどから見ることが
できます。

町内を散歩しながら、
町に住んでいる皆さんに
インタビューをしていく
「なみえさんぽ」。
町の住み心地や〝お気
に入りの場所〟などを紹
介してもらい、インタ
ビューを受けた人が、次
の人を紹介する、リレー
形式で進めています。

タブレットやアプリの使い方などで困っていることはありませんか？

「なみえ新聞」から

おすすめ動画「なみえさんぽ」

アプリ「YouTube」を開き、
検索欄で「なみえチャンネル」
と入力。今まで配信された動画
が表示されます。

YouTubeから

〝なみえの今〟を動画で分かりやすく!

「なみえチャンネル」は
毎週更新中です

なみえチャンネル なみえさんぽ で検索

「なみえチャンネル」を
見る方法

「なみえチャンネル」を
見る方法

「なみえチャンネル」を
見る方法
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第118号 ●

「浪江のこころ通信／第118号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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こ
ろ
に
、
川
俣
町
と
近
畿
大
学
の
連

携
事
業
に
よ
る
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
栽
培

者
の
募
集
が
あ
り
、
応
募
。
11
人
が

川
俣
町
全
域
に
建
て
た
各
々
の
ハ
ウ

ス
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
熱
帯
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
ン

ス
リ
ウ
ム
は
日
本
国
内
で
も
ま
だ
生

産
が
少
な
く
、
競
争
相
手
も
少
な
い

こ
と
か
ら
、
震
災
後
の
新
し
い
花
き

産
業
と
し
て
の
可
能
性
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
震
災
後
、
花
作
り
を
始
め
ら
れ
た

経
緯
や
地
域
へ
の
思
い
と
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

杉
下
さ
ん　

会
社
員
と
し
て
職
場
の

再
開
に
向
け
て
尽
力
し
つ
つ
も
、
全

村
避
難
し
た
生
ま
れ
故
郷
が
気
に
掛

か
り
ま
し
た
。
人
が
い
な
い
冬
を
迎

え
た
景
色
の
無
残
さ
を
見
な
が
ら
、

葛
尾
村
は
地
図
の
上
か
ら
も
消
え
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
原
発
事
故

と
い
う
理
不
尽
な
災
害
に
義
憤
を
感

じ
な
が
ら
も
、
真
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
何
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

村
が
胡
蝶
蘭
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
有
志
を
募
っ
て
い
て
、
そ
の
事

業
計
画
の
精
度
の
高
さ
に
共
感
し
て

応
募
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

葉
タ
バ
コ
の
乾
燥
ハ
ウ
ス
跡
地
を
拠

点
に
、
平
成
29
年
１
月
に
３
軒
の
農

家
と
１
つ
の
法
人
と
で
合
同
会
社
を

立
上
げ
ま
し
た
。
栽
培
指
導
を
受
け

る
た
め
に
千
葉
県
や
群
馬
県
、
山
梨

県
な
ど
に
研
修
に
行
っ
た
り
、
花
き

市
場
を
視
察
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
葛
尾
を
は
じ
め
、
浜

通
り
に
胡
蝶
蘭
栽
培
の
産
地
形
成
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
話
し
た
合
同
会
社
は
村
の
事

業
に
取
り
組
む
た
め
に
法
人
化
、
３

年
後
に
は
各
々
が
独
り
立
ち
す
る
こ

と
が
前
提
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
（
以
下
、
新
型
コ

ロ
ナ
）
の
影
響
で
少
し
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
来
年
度
は
独
立
す
る
た
め
の

準
備
を
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
仕
事

を
作
り
、
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
波
及
さ
せ
て
い
く

段
階
に
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
や
農
業

高
校
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
村
内

や
浜
通
り
12
市
町
村
で
次
世
代
の
担

い
手
を
育
て
た
い
。
同
時
に
、
村
の

移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、

花
き
栽
培
が
生
業
と
し
て
成
り
立
つ

環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

清
水
さ
ん　

私
に
と
っ
て
花
作
り
は

初
め
て
で
し
た
が
、
畑
の
ハ
ウ
ス
で

き
れ
い
な
花
を
育
て
、
出
荷
で
き
る

こ
と
は
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

初
め
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
と
リ
ン
ド

ウ
で
し
た
が
、
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
は

岩
手
県
が
盛
ん
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
絞
り
ま
し

た
。

　

J
i
n
が
法
人
と
し
て
花
で
収

益
を
上
げ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
花
き
農
家
は
決
し
て
「
き
つ

い
・
汚
い
・
儲
か
ら
な
い
」
で
は
な

い
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
花
で
営
農

を
し
た
い
人
を
応
援
し
た
い
で
す
。

平
成
27
、
28
年
頃
か
ら
営
農
の
相
談

を
受
け
た
り
、
職
員
と
し
て
受
け
入

れ
て
指
導
し
た
り
し
ま
し
た
。
来
年

度
は
研
修
制
度
を
導
入
し
、
受
入
れ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

福
塚
さ
ん　

川
内
村
で
３
年
目
を
迎

え
、
活
動
に
限
界
を
感
じ
て
い
た

頃
、
復
興
支
援
も
充
実
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
念
願
の
ド
イ
ツ
行
き
を
叶

え
る
た
め
に
村
を
離
れ
ま
し
た
。
出

発
に
際
し
て
村
の
仲
間
た
ち
に
話
し

た
時
、「
川
内
に
戻
り
ま
す
」
っ
て

言
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
私
の
正
直

な
思
い
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ド
イ
ツ

に
は
１
年
滞
在
し
た
後
、
東
京
で
学

び
直
し
て
平
成
30
年
に
村
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
は
こ
こ
で
生
き
て

行
き
た
い
、
村
の
復
興
を
見
届
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

30
年
以
降
は
自
宅
で
教
室
を
開
い

た
り
、
双
葉
郡
内
を
営
業
に
回
っ
た

り
し
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
作
り
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
年
目
と
な
る
今
年
４
月

中
旬
頃
に
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。
切
り
花
、
園
芸
、
ガ
ー
デ
ン

を
併
設
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
広
い

店
に
な
り
ま
す
。

　

花
を
軸
に
し
な
が
ら
、
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
を
少
し
ず
つ
形
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
口
さ
ん　

先
の
未
来
の
話
よ
り

も
、
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
通
じ
て
、
川
俣
町

や
福
島
の
良
さ
を
、
も
っ
と
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外

出
が
難
し
い
家
族
に
向
け
て
、
少
人

数
・
予
約
制
の
観
光
農
園
を
開
こ
う

と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ス
リ
ウ
ム

狩
り
や
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
、
農
業
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

せ
っ 

さ 

た
く 

ま

も
う

か
な

▲取材会場となった葛尾村復興交流館「あぜりあ」にて
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ふくしま花フェスプロジェクト
　　特定非営利活動法人Jin 代表  清水裕香里さん（幾世橋）
　　かつらお胡蝶蘭合同会社 業務執行役  杉下　博澄さん（葛尾村）
　　Smile farm 代表  　　　谷口　豪樹さん（川俣町）
　　fuku farming flowers 代表  福塚裕美子さん（川内村）

◆
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故

が
起
き
た
時
は
、
ど
こ
で
何
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か

福
塚
さ
ん　

大
阪
府
貝
塚
市
生
ま
れ

の
私
は
、
東
京
で
３
年
間
仕
事
を
し

た
ら
ド
イ
ツ
に
学
び
に
行
こ
う
と
い

う
目
標
を
持
っ
て
花
屋
で
園
芸
と
花

の
仕
事
を
始
め
、
そ
の
１
年
目
に
あ

の
震
災
が
起
き
ま
し
た
。

　

園
芸
の
同
僚
で
あ
り
、
大
切
な
友

人
の
ふ
る
さ
と
が
川
内
村
で
、
震
災

の
年
（
平
成
23
年
）
の
８
月
に
村
を

訪
れ
た
時
、
荒
れ
果
て
た
田
畑
や
人

の
い
な
い
村
を
見
て
悲
し
む
姿
を
見

て
、
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
花
の
仕
事
か
ら
い
っ

た
ん
離
れ
、
翌
年
５
月
か
ら
村
に
移

住
し
て
米
作
り
や
畑
仕
事
、
復
興
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

清
水
さ
ん　

あ
の
時
は
、
勤
務
す
る

N
P
O
法
人
J
i
n
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
ま
も
な
く
終
わ
る
と
い
う
時

間
帯
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
、
利

用
者
さ
ん
を
送
り
届
け
ま
し
た
。
翌

朝
、
原
発
事
故
が
起
き
、
利
用
者
と

共
に
郡
山
市
へ
移
動
し
た
り
し
ま
し

た
。
J
i
n
が
県
北
方
部
３
か
所

に
事
務
所
を
置
き
、
私
は
二
本
松
市

勤
務
だ
っ
た
の
で
、
避
難
先
の
福
島

市
か
ら
通
勤
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
町
内
へ
の
立
ち
入
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
野
菜

を
作
り
始
め
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
結
果
で
出
荷
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
翌
春
（
平
成
26
年
）
か

ら
、
町
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
や
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。

杉
下
さ
ん　

出
身
は
葛
尾
村
で
す

が
、
当
時
は
田
村
市
船
引
町
に
あ
る

遊
技
場
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
し
た
。

シ
フ
ト
明
け
で
町
内
の
ア
パ
ー
ト
に

居
て
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。
混
乱
し

て
い
た
隣
近
所
の
人
た
ち
の
お
世
話

を
し
た
後
、
店
に
行
っ
て
お
客
様
の

手
助
け
や
自
宅
へ
の
送
り
届
け
な
ど

を
終
え
、
職
場
は
解
散
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
両
親
や
弟
と
船
引
町
で

合
流
し
て
栃
木
県
那
須
塩
原
に
避
難

し
、
馬
の
蹄
鉄
師
の
施
設
や
両
親
の

知
人
宅
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

１
か
月
後
、
私
一
人
で
船
引
町
に
戻

り
、
職
場
で
地
震
の
後
始
末
や
状
況

確
認
を
し
な
が
ら
、
営
業
再
開
に
向

け
た
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

谷
口
さ
ん　

地
震
の
時
は
、
茨
城
県

水
戸
市
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、
福
島
市
に
転
勤

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
妻
と
出
会

い
、
妻
の
両
親
が
小
菊
の
栽
培
を
し

て
い
て
、
繁
忙
期
に
少
し
だ
け
手

伝
っ
た
こ
と
が
、
花
作
り
の
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
原
発
事
故
で
川

俣
町
山
木
屋
地
区
か
ら
川
俣
町
内
へ

避
難
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

小
菊
作
り
を
し
て
い
て
、
避
難
し
て

す
ぐ
に
営
農
と
は
す
ご
い
な
、
と
思

い
ま
し
た
。

　

農
業
へ
の
興
味
が
湧
い
て
い
た
と

つく

こちょうらん

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：２月５日

花を通してふるさとの復興を目指す、４人の挑戦

福島県

今回は、浪江町と隣り合う町村の方々もお迎えしてのグループインタビューになりまし
た。いずれも花に関わる仕事を通じて、震災やコロナ禍を超えて新たな地域産業を創ろう
とする若い世代の人たちです。
それぞれのフィールドは、生まれ育ったふるさとであったり、新たなふるさとになった
りと様々ですが、その地域で新たな仕事を介して復興を願う思いや今の状況、そして地域
や事業へのこれからの抱負などについて、お話を伺いました。

ほ
う 

ぶ

て
い
て
つ

こ 

ぎ
く

清水さん 杉下さん 谷口さん 福塚さん
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　企画財政課財政管財係　　0240（34）0237

　町では、世帯ごとに一冊、「浪江町の産品」が
選べるカタログを送付しています。紛失などに
よりカタログや申込書が手元にない場合は再発
行が可能ですので、下記のコールセンターまで
問い合わせてください。
　なお、まだ申込みが済んでいない人や、再発
行されたカタログで産品を申し込む人の申込期
限を９月末まで延長します。
　すでに申し込んだ産品は、事業所の発送状況
によって届く時期が異なりますが、９月末まで
にはお届けできる見込みです。

「ふるさと産品」の
申込みはお済みですか

浪江町ふるさと産品事業コールセンター

　024（933）0677
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